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【育まれてきた「石工の郷」の風土】 

八代の人々は、阿蘇山の噴火活動により堆積した「凝灰岩」や、良質な「石灰岩」

の地層が点在する、この地の環境を活かし、古来より地域で採れる石材を活用したま

ちづくりを行ってきました。八代城の石垣・干拓樋門・石積みの棚田・めがね橋など、

八代各地に現存するこれらの石造建築物の数々は、多くの名石工を輩出した「石工の

郷」の風土が、この地で脈々と育まれてきたことを物語っています。 

【干拓によってもたらされた平野－干拓事業と石工の活躍－】 

 現在では、熊本県有数の農業地帯となっている緑豊かな八代平野も、以前は「お国

一の貧地」と呼ばれるほど、平野部が狭く、農業には向かない湿地と干潟が広がる地

域でした。そのため、この地では人々の暮らしを豊かにするために、江戸時代～昭和

初期にかけて大規模な「干拓事業」が幾度となく行われ、現在の八代平野の実に約 3

分の 2 に及ぶ土地が干拓によってもたらされました。この干拓事業には、膨大な数の

人夫が動員され、石工たちも石材の切出し、運搬、加工の担い手として長期間にわた

って携わりました。これにより、安定的に仕事を得ることになった石工たちは、さら

に技に磨きをかけていき、活躍の幅を広げていきました。 

特に、文政元年(1818)～2 年(1819)に行われた四百町新地、文政 4 年(1821)に

行われた七百町新地の造成事業で石工たちは大いに活躍しました。長年の経験によっ

て培われた技術を活かし、巨石を用いて強固に築かれた「大鞘樋門」に代表される干

拓樋門、干拓地を潤す「用水路」、橋の建設などに大きく貢献しました。また、備前

から導入した干拓技術の定着にも寄与し、八代の干拓を長きにわたって支える技術者

集団として、多岐にわたって活躍しました。 

その中でも、石工「三五郎」は、七百町新地造成の際に、石工たちの総取締役に任

命され、多くの石工たちを率いて干拓事業の成功に大きく貢献しました。その功績が

高く評価された三五郎は、職人が功績によって苗字を許されることが極めて稀であっ

た当時、特例で「岩永」の苗字を名乗ることが認められました。 

その名声は、各地の為政者の耳にも届き、薩摩藩に招かれ大型のめがね橋の架橋を

おこなうなど、活躍の場を更に広げていくことになりました。 

広大な干潟を開拓した干拓事業を契機として、技術を磨き上げた「名もなき石工」

たちは「名石工」として、歴史の表舞台に躍り出ていくことになったのです。 

【石工たちの技の結晶－めがね橋－】 

「めがね橋」の架設技術は、中国やオランダから九州の長崎に伝わった技術がこの

地に伝わったとも、地域の石工たちが、自然が生み出した「白髪岳天然石橋」の見事

なアーチの造形から着想を得て、架橋技術を編み出したともいわれています。そして

その技術は、多くの石工たちが生活した山間部の種山地域(現八代市東陽町)を中心

に、八代各地で脈々と受け継がれてきました。 

八代では、江戸時代末から昭和初期にかけて、地域住民が架橋費用を工面し、住民

主体で「めがね橋」が架けられていきます。そのため、石工たちは実用性に重点をお
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き、地域の人々の要望や予算に合わせ、無駄を出来るだけ省いためがね橋の架橋を行

ってきました。 

八代で架けられためがね橋の多くは、橋の強度を大きく左右するアーチ部分は丁寧

な加工を施した石材を使用する一方、壁石には各地で簡単に手に入る自然石を使用し

ており、できる限り費用を抑えながらも、丈夫な橋を架ける工夫が施されています。 

めがね橋の架設を手掛ける中で、石工たちは石材加工技術だけでなく、依頼主の要

望に応じた細やかな設計、人脈を駆使した人材・資材確保、資金運営までをトータル

で行う優れた経営技術を磨き上げ、日本最高峰のめがね橋架橋技術を有する技術者集

団へと成長していきました。 

明治以降、風水害に強い石造建築物の需要が高まる時代の中で、安定した物流を支

える石橋、山間部の農業を支える水路橋など、日本各地で石工たちの技術が必要とさ

れるようになりました。そのため、「橋本勘五郎」に代表される優れた石工たちは、

急速に近代化する首都東京の交通を支えた「神田万世橋」(東京都)、熊本の山間部の

農業を支えた日本最大級の石造水路橋「通潤橋」(熊本県)をはじめ、全国各地で多く

のめがね橋の架橋を成功に導くなど、活躍の場を日本全国にまで広げ、日本の近代化

の足元を支えることになりました。また、かつて全国で 2000 基以上架けられためが

ね橋の、実に約４分の１の架橋に八代の石工が携わったとも伝えられるほど、その名

声は全国に轟くことになり、多くの「名石工」を輩出した八代は「石工の郷」と呼ば

れるようになったのです。 

その八代では、江戸時代末から昭和の始めにかけて、「鍛冶屋橋」のような 5ｍにも満たない橋から、「笠松橋」のよ

うな 20ｍを超える橋に至るまで、９０基を超えるめがね橋が架けられました。そして、石工たちが魂を吹き込み、時に命

を掛けて造った大小さまざまなめがね橋の数々は、風雪や豪雨にも耐え、今なお優美さと強健さを備えた「永代不朽の橋」

として地域の人々に愛されています。そして今も、４６基を数えるめがね橋が八代の人々の生活の中で生き続けています。

それらは、石工たちの技術力の高さだけでなく、この地で江戸時代から昭和に至るまでの長い間、石工たちが活躍してい

た証を今に伝えています。 

【石工の活躍がもたらした豊かさ】 

 八代の人々は今もなお、石工たちの活躍がもたらした恩恵に与っており、石工たちが築き上げた功績に対し、尊敬の念

を抱き、心の拠り所としています。石工たちの活躍が成功に大きく貢献した干拓事業は、広大で実り豊かな平野だけでな

く、多くの入植者と共に大鞘節や女相撲といった個性豊かな文化を八代にもたらす契機となりました。干拓平野では、日

本一の生産量を誇るい草をはじめとする様々な農作物が生産されているだけでなく、工事の苦労を偲んだ干拓民謡や伝統

芸能が今も受け継がれ、その多様で独自の文化はまちに賑わいを与え続けています。また、石工たちの生活拠点であった

山間部には、めがね橋だけでなく、石工たちの高度な技量と遊び心を垣間見ることができるひねり加工が施された石灯籠

や山肌を覆う美しい石積みの棚田の景観などが残されており、「石工の郷」の雰囲気を醸し出しています。 

セメント・コンクリート時代の到来とともに、めがね橋をはじめとする石造建築物の需要は減少していき、その多くは

造り替えにより、建てられてから数十年で日本各地から姿を消し、石工たちの姿も途絶えていきました。しかし八代では、

干拓樋門やめがね橋など、数々の石造物が、百余年たった今も、地域に根付き、人々に大切に受け継がれ、各地で生き続

けています。そして、それらは、近代化する日本の足元を支えた石工たちの活躍の歴史を今に伝えており、この地を訪れ

る人々を「石工の郷」にいざなう、時代を超えた懸け橋となっています。 
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山肌を覆う見事な「石積みの棚田」 

八代にもたらされた伝統芸能「女相撲」 



 


